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ニホンジカは、平成 25 年度の農水・環境省の共同声明「抜本的な鳥獣捕獲強化対策」以

降、指定管理鳥獣捕獲等事業などの捕獲事業が全国各地で実施されるようになり、捕獲の

強化やそれに関連した施策が全国的に実施されているところである。また、平成 29 年度よ

り多くの都道府県で特定計画が改訂され運用がはかられているところである。 

本講義では主に、1.基礎知識（ニホンジカの基本的生態、ニホンジカの保護管理の変遷）、

2. 特定計画の運用に向けて（ガイドラインの要点）、3. 捕獲強化にあたって（捕獲区分の

特性を理解する、指定管理鳥獣捕獲等事業）、について扱う。 

 

1.基礎知識 

 ニホンジカの保護管理の目的は、ニホンジカの生息状況と環境の変化に伴い変化してき

た。 

メスは 1 歳で性成熟し、2 歳から毎年、1 頭の仔を妊娠する。繁殖期にはハレムという、

1頭のオスに対し複数のメスで構成する群れを形成し、1頭のオスが複数のメスと交尾する。

このため、オスの減少は産仔数にほとんど影響しない。反芻胃を持つニホンジカは環境条

件に応じて多様な植物を食物とし、枯葉を食物とすることもしばしばである。このため、

着実に一定数の個体数が増加することとなる。 

 

2. 特定計画の運用に向けて 

平成 27 年度に「特定鳥獣保護・管理計画作成のためのガイドライン（ニホンジカ編・平

成 27 年度）」が改訂発行された。このガイドラインでは、ニホンジカの生息数を減少傾向

に導くことを最低限の目標として運用されることを意識してまとめている。 

ここでは特に、ガイドラインの要点を中心に説明する。 

 順応的管理：PDCA サイクルの適切な運用 

 モニタリングのポイント（空間的配置、時間的配置） 

 

3. 捕獲強化にあたって 

ニホンジカの個体数を低減させるための現在の主な捕獲区分は、狩猟、許可捕獲、指定

管理鳥獣捕獲等事業である。平成 27 年度より開始された指定管理鳥獣捕獲等事業制度は新

しい制度であることから常に改善が求められる。事業の目的（既存の捕獲の上乗せ、不足

する担い手の確保）の再確認を行うとともに、計画や仕様書作成の際に必要となる情報・

知識（捕獲手法の理解）等について紹介する。 


